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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

研究代表者は、以前から人に酷似したロボットを開発しており、その１つである代表者に酷似したロ

ボット（ジェミノイド）を用いた実験を行っている。すなわち、本研究はジェミノイドをさらに使いや

すくし、必要最小限の機能をもつロボット（テレノイド）の開発という工学研究と、ジェミノイドに接

する人の心理学的、脳科学的研究である。後者に関しては、論文として発表された研究成果がやや少な

いように見受けられる。 
本研究のように、ジェミノイドを用いる実験環境は他では実現されていないので、新規の研究成果を

得やすく、今後も研究を続ける価値がある。テレノイドに関しては、類似の癒しロボットと比較し、独

自性を発揮することが期待される。 
 


